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　　　当帰芍薬散に よる、 切迫早産治療薬塩酸 リトドリンの

　　　副作用軽減の試み

香川県立 津田 病院産婦人科、＊徳島大学産婦人科
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　目的 切迫早産治療薬塩酸 リ ト ド リソ は 、 選択的 β 2刺激剤 で あ り、循環器系へ の 作用

は弱 い 。しか し大量投 与で は 、 や は り動悸 、 頻脈など β 1作用が用量依存的 に発現 し 、 そ

の ため有効量 まで 投与出来ない 事も多い 。 β 1作用に よるそれらの 症状は、更年期障害 で

見 られ る血管運動神経失調時 の 症状 と同 じ と考 えられ 、 同症の 治療薬当帰芍 薬散 の併用 に

よ る 、 それ ら副作用 の 軽減 を試み た 。

　対象及び方法　1987年 4月以降に 入 院 加 療 した 切迫 早産患 者 11 例に 塩酸 リ ト ド リソ を

静脈 内投与す るとともに
、 当帰苟薬散 （津村順天堂） 7．5g／日の 経 口 投与を行 っ た 。塩酸

リ ト ドリ ソ の 静脈内投 与の み を行 う た 18 例を対照 と し臨床成績を比較検討 した 。切 迫早

産 の 重症度 の 判定は Baumgarten の tocolysis 　index（TI ）を用 い た 。

　成績 　併 用 群の TI は 4．2で 、対照群 の 3．4に 比 しよ り重症 で あ っ たが、投与中止 や 減量 を

余儀無 くされ る強 い 副作用 の 発現は、対 照 群で は 44．4％（8／18）に 認め られた の に 対 し、 併

用群 で は9．1％（1／11）と低率 で あ っ た 。 また 破 水 例 を除 い た2週間以上 の 妊娠延長成功例は 、

対照群の 56．3％（9／16）に 比 し併用群 で 88．9％（8／9）と高率で あ っ た 。

　考察　対 照 群 の 失敗 例は、 50 − 150 μ g／分程度 の 塩酸 リ ト ド リ ソ 投 与 に よ り 12

0 ／分 を越え る 頻脈 、 動悸 、 胸内苦悶等の強い 副作用 を示 し、 有効量を投与し得な か っ た

例が多 い 。 そ れ に 対 し併用群 で は 、著名な副作用 の 発現な しに 500 及 び 600 μ g／分

と い う大量投与に よ り妊娠延長｝こ 成功 した症例 もあり、当帰芍薬散併用 に よる副作用 の軽

減化が高い 妊娠延長成功率を もた ら した もの と考え られ る。さ らに 当帰芍薬散は子宮収縮

抑制や利尿、血糖降下などの 作用 も有し、今回 の 成績 とも併せ 、 β刺激剤 との 併用療法は 、

切迫早産 の 管理 に 有用な治療法 と して期待で きる 。

　結論　切迫早産患者 に対する当帰芍薬散 の 併 用 投与は 、塩 酸 リ ト ド リソ の 副作用を軽減

す る こ と に よ り、そ の 有効 治療量まで の 投 与を可能と し、 高い 妊娠延長成功率が 得 られ る

こ とが示 唆され た 。
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